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要     旨 

背景：アントラサイクリン治療による心臓合併症は、化学療法の数年後に明らかになることがあり、が

ん患者や小児がん生存者における罹患率および死亡率の重大な原因として認識されている。     

目的：小児急性リンパ芽球性白血病患者の化学療法中および長期経過観察中の心電図における心室再分

極の指標を解析する。そのために、日本人小児における心室再分極の指標の基準値を確立するために健

常小児の Tpeak-end（Tpe）間隔、QT 間隔、修正 QT（QTc）間隔、Tpe/QT 比を後方視的に解析する。                                        

方法：大分市の学校検診システムで管理されているデータベースを使用し、小学 1 年生と中学 1 年生の

健常小児の心電図データを無作為に抽出し、心室再分極の指標を解析した。その後、大分大学医学部小

児科で治療した急性リンパ芽球性白血病の小児患者 17 人の Tpe/QT 比の経時的データを解析した。                     

結果：小学 1 年生と中学 1 年生の健常小児の Tpe 間隔の平均±標準偏差はそれぞれ 70±7ms と 78±

17ms であり、Tpe/QT 比の平均±標準偏差はそれぞれ 0.21±0.02ms と 0.22±0.02ms であった。急性  
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リンパ芽球性白血病の小児患者 17 人において、強化療法期にハイリスク患者 3 人の Tpe/QT 比が上限

を超えたことを確認した。                                      

結論：Tpe/QT 比は、小児がん患者や小児がん生存者の小児期から成人期までの長期にわたる心室性不

整脈のリスクを予測する上で、臨床応用の可能性がある。                                             

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


